
 

 

 

 

 

 

 Ｖｅｃｔｏｒ法のための見直し 

 ＰＦｔｏＯＤＦ３ソフトウエアによるテキストデータ作成変更 

 Ｖｅｒ８．０７ 
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     HOMEPAGE20070525¥DATA¥Vector¥Vector.docx 



概要 

 Ｖｅｃｔｏｒ法ＯＤＦ向けテキストデータ作成は、ＰＦｔｏＯＤＦ作成と共にサポートされていたが 

   動作確認がされていなかった。今回、確認するために修正を行った。 

   ＬａｂｏＴｅｘでＢｒａｓｓ，Ｃｏｐｐｅｒ，Ｃｕｂｅ方位をＶｏｌｕｍｅｆｒａｃｔｉｏｎを 

   それそれ、３０％とし、広がりを２０ｄｅｇ，１５ｄｅｇ，１０ｄｅｇとしてＯＤＦを作成し、 

   極点図｛１１１０｝、｛２００｝、｛２１１｝極点図をＥｘｐｏｒｔし、ＰＦｔｏＯＤＦ３ソフトウエアで 

   読み込めるデータに変換し、Ｖｅｃｔｏｒ法向けデータを作成しました。 

 

Ｂｒａｓ，Ｃｏｐｐｅｒ，Ｃｕｂｅ方位３０％のＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎを指定（ＬａｂｏＴｅｘ） 

  

 Ｅｕｌｅｒ空間の広がりをそれぞれ２０，１５，１０ｄｅｇとしています。 

 ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎはそれぞれ３０％で残りの１０％はｒａｎｄｏｍ方位です。 

 

 

 ＯＤＦの計算を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



計算されたＯＤＦ図 

  

 

再計算極点図 

  

 

この再計算極点図をＥｘｐｏｒｔする。 

 

  

 

 

 

 



ＭａｋｅＰｏｌｅＦｉｌｅソフトウエアでＰＦｔｏＯＤＦ３ソフトウエアで読み込めるＴＸＴ２に変換 

  

ＰＦｔｏＯＤＦ３ソフトウエアでＶｅｃｔｏｒデータに変換 

極点図の外側から並べる 

 

 

 

メモ帳で表示すると整理されて表示される。 

  

 



極点図の中心から並べる。 

 

 

 

テキストデータはＩＮＳＩＤＥ，ＯＵＴＳＩＤＥディレクトリに作成されます。 

 

 

 

 

 

 

 



非対称極点図の場合 

 

 LaboTexはデータの並びが CWに並ぶ 

MakePoleFile 

 

 RINTのデータは CCWに並ぶ。 

  

 ＶｅｃｔｏｒデータのデータもＣＣＷに並べています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



OUTSIDE(200) 

0->90 

 

90->180 

 

180->270 

 

270->355 

 

非対称の出力が確認出来ます。 

 

 

 

 


